実施計画書
	１　申請者

	氏名（法人にあっては、名称及び代表者職氏名）
	（個人の場合：□売主、□買主、□その他（　　　　））

	住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
	

	連　絡　先
	担当者
	

	
	電話
	

	
	E-mail
	


	２　実施するインスペクションの内容※１

	調査項目
（該当項目に☑）
	□　構造耐力上主要な部分　　　　□　雨水の浸入を防止する部分
□　耐震性に関する書類の確認　　□　給排水管路等

□　シロアリ被害等

	インスペクション料金※２
	　　　　　　　　　　　　　円（税込）

	対象建物の所在地※３
	

	申込予定期間※４
	　　　年　　　月
	～　　　
	　　　　年　　　　月

	実施予定期間
	　　　年　　　月
	～　　　
	　　　　年　　　　月

	補助要件の適否
（該当項目に☑）
	□ 国土交通省の登録を受けた機関が実施する既存住宅状況調査技術者講習を受講した建築士、住宅瑕疵担保責任保険法人に登録されている事業者又は住宅瑕疵担保責任保険法人が実施する。
（インスペクション実施予定事業者名：　　　　　　　　　　　　　）
□ 申請者が個人である、又は申請者が宅地建物取引業者で買取再販住宅のインスペクションを実施する。
□ インスペクションを実施することができる事業者等による本事業の申請と重複して申請しない。
□ 空家活用特区総合支援事業（空家活用のための建物状態調査助成に限る）と重複して申請しない。


※１ インスペクション商品の概要（調査項目及び料金等）が分かる資料を添付してください。

※２ 調査建物未定の場合、標準的な規模の住宅におけるインスペクション料金を記載してください。
※３ 申請者が個人の場合、記入してください。事業者の場合、記入不要です。

※４ 交付決定日以前に着手（調査そのものだけでなく、インスペクションの契約や申込みなどの行為を含む。）された場合、補助の対象となりませんのでご注意ください。
　
	３　補助申請額の内訳

	対象住宅の規模
又は標準的な規模
	１件当たりの
インスペクション
料金（税抜き）（Ａ)
	１件当たりの
補助額（Ｂ）

※(Ａ)と25千円の低い額
	実施予定件数（Ｃ）
	補助申請額

（Ｂ）×（Ｃ）

	　　　　　　　㎡
	円
	円
	件
	円


（別紙１－２）









